
8月 9日（金） 

わたしの義の衣を、楽な気持ちで身にまといなさい。 

わたしは、あなたを頭から爪先まですっかり覆えるように、

特別あつらえでこれを仕立てた。 

この衣にわたしが支払った代価は膨大なもの―わたし自身

の血だ。 

あなたはこうした王の衣を、自分の力では決して買うことは

できない。あなたがどんなに必死に頑張っても…‥。 

あなたはときおり、わたしの義が贈り物であることを忘れて

しまい、王の衣を着ているのが落ち着かない気分になること

がある。 

あなたが、なめらかな布に覆われていながら、チクチク肌を

刺す麻の粗
あら

布
ぬの

か何かのように身をよじらせているのを見る

と、わたしは涙が出る。 

あなたがわたしの王国特権ある地位に着いているのだと理

解できるように、しっかりわたしを信頼してほしいのだ。 

たっぷりと襞（ひだ）をとった衣をまとい、心も身体もゆっ

たりと休めなさい。 



わたしにしっかりと目を据えて、この義の衣を着て歩むのを

習慣としなさい。 

あなたの行いがわたしの王国のものにふさわしくなくても、

王の衣を脱ぎ捨てようとはしないこと―。 

かわりに、不義の行いのほうを捨てなさい。 

そうすればあなたは、この輝かしい衣を着ていても心安らか

でいられる。 

天地創造の前にわたしがあなたのために造りあげた贈り物

を楽しみながら…‥。 
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【新改訳 2017】 

イザヤ 61:10  

私は【主】にあって大いに楽しみ、私のたましいも私の神に

あって喜ぶ。主が私に救いの衣を着せ、正義の外套をまとわ

せ、花婿のように栄冠をかぶらせ、花嫁のように宝玉で飾っ

てくださるからだ。 

Ⅱコリント 5:21  

神は、罪を知らない方を私たちのために罪とされました。そ



れは、私たちがこの方にあって神の義となるためです。 

エペソ 4:22  

その教えとは、あなたがたの以前の生活について言えば、人

を欺く情欲によって腐敗していく古い人を、あなたがたが脱

ぎ捨てること、 

エペソ 4:23  

また、あなたがたが霊と心において新しくされ続け、 

エペソ 4:24  

真理に基づく義と聖をもって、神にかたどり造られた新しい

人を着ることでした。 

 

 

 

 

 


